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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
廃
止
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
総
理
府
令
第
十
二
号
）

二

再
処
理
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
九

号
）

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

放
射
線

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る

規
則
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
第
一
種
埋
設
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
放
射
線
又
は
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に

関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄
物
管
理
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
放
射
線
を
い
う
。

二

放
射
性
廃
棄
物

第
一
種
埋
設
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
射
性
廃
棄
物
又
は
廃
棄
物
管
理
規

則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
射
性
廃
棄
物
を
い
う
。

三

管
理
区
域

第
一
種
埋
設
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域
又
は
廃
棄
物
管
理
規
則
第
一
条

第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域
を
い
う
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二

十
九
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
六
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
も
、
な
お
効
力

を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
四
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
の
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六

条
の
二
の
二
第
一
項
の
検
査
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
確
認
」
と
、同
号
ロ
中「
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第
十
五
条
第
五
項
及

び
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会

規
則
第
九
号
）
第
二
十
三
条
第
五
項
及
び
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
同
号
ハ
中
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
検
査
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
三
項
の
確
認
」
と
、「
方
法
」
と
あ
る
の
は
「
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
検
査
に
合

格
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
を
受
け
た
」
と
す
る
。

第
四
条

再
処
理
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二

十
九
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後

も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
再
処
理
施

設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
再
処
理
設
工
規
則
」
と
い
う
。）第
十
九
条
第

三
項（
非
常
用
発
電
機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に
関
す
る
措
置
に
係
る
部
分
を
除
く
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

及
び
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
再
処
理
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
再
処
理

性
能
規
則
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
三
項
（
非
常
用
発
電
機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に
関
す
る
措
置
に
係
る
部
分

を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
九

号
。
以
下
「
再
処
理
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
第
三
項
（
非
常
用
発
電
機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に

関
す
る
措
置
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」と
、「
第
四
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
の
検
査
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
の
検
査
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

確
認
」
と
、
同
号
イ
中
「
新
再
処
理
設
工
規
則
第
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
再
処
理
技
術
基
準
規
則
第
二
十

九
条
第
三
項
」
と
、
同
号
ロ
中
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
三
項
の
確
認
」と
、

「
方
法
」
と
あ
る
の
は
「
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
検
査
に
合
格
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
を
受
け
た
」と
、

同
条
第
二
項
中
「
新
再
処
理
設
工
規
則
第
十
九
条
第
三
項
（
非
常
用
発
電
機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に
関
す
る
措
置

に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
新
再
処
理
性
能
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
（
非
常
用
発
電
機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に

関
す
る
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
再
処
理
技
術
基
準
規
則
第
二
十
九
条
第
三
項
（
非
常
用
発
電

機
に
接
続
さ
れ
る
電
気
盤
に
関
す
る
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
と
、「
第
四
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
の
検
査
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
の
検
査
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

確
認
」
と
、
同
号
ロ
中
「
第
四
十
六
条
第
一
項
の
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
三
項
の
確
認
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
検
査
に
合
格
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
を
受
け
た
」
と
す
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
号

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
核
原
料
物
質
、
核

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
一
条
の
九
の
規
定
に

基
づ
き
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
施
設
又
は
特
定
廃
棄
物
管
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
二
年
三
月
十
七
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
施
設
又
は
特
定
廃
棄
物
管
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
三
条
）

第
二
章

特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
施
設
又
は
特
定
廃
棄
物
管
理
施
設
の
基
準
（
第
四
条

第
二
十
三
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
二
十
四
条
）

附
則

別
記
様
式
（
第
52条
関
係
）

電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票

年
月

日
原
子
力
規
制
委
員
会
殿

住
所

氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
を
以
下
の
と
お
り
提
出
い
た
し
ま
す
。

本
票
に
添
付
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項
は
、
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

１
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項

２
電
磁
的
記
録
媒
体
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類

備
考
１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
「
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項
」
の
欄
に
は
、
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
２
以
上
の
電
磁
的
記
録
媒
体
を
提
出
す
る
と
き
は
、
電
磁
的
記
録
媒
体
ご
と
に
整
理
番
号

を
付
し
、
そ
の
番
号
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
「
電
磁
的
記
録
媒
体
と
併
せ
て
提
出
さ
れ
る
書
類
」
の
欄
に
は
、
本
票
に
添
付
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
媒

体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
以
外
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
書
類
名
を

記
載
す
る
こ
と
。

４
該
当
事
項
の
な
い
欄
は
、
省
略
す
る
こ
と
。
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